
熊
本
大
震
災
の
被
災
者
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
日
本
会
議
で
も
義
援
活
動
致
し
ま
す
詳
細
は
記
事
に 

日
本
の
息
吹 
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憲
法
改
正
賛
同
者 

兵
庫
目
標
二
十
四
万 

目
標
達
成
！
ご
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

〈北
播
磨
支
部
〉 

ケ
ン
ト
・ギ
ル
バ
ー
ト
氏 

講
演
会
「
憲
法
改
正
と
日

本
の
自
立
」 

ご
報
告 

 

一
昨
年
十
日

一
日
に
『
美
し

い
日
本
の
憲
法

を

つ
く

る
国 

民
の
会
』
（
櫻
井

よ
し
こ
、
田
久

保
忠
衛
、
三
好

達
共
同
代
表
）

が
結
成
さ
れ
、

全
国
で
憲
法
改

正
賛
同
者
一

〇
〇
〇
万
［
兵

庫
二
十
四
万
］

拡
大
（
署
名
）

運
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

兵
庫
の
賛
同
者

拡
大
数
は
、
皆

様
方
の
ご
協
力

に
よ
り
本
年
四

月
二
十
三
日
で
目
標

数
に
達
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
皆
様
に
は
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
国
民
投
票
へ
向
け
て
名

簿
整
備
の
作
業
を
進
め
ま
す
。 

な
お
、
他
県
で
は
目
標
到
達
に

達
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
迎
え
る
参
議
院
選
を

控
え
、
国
民
投
票
を
突
破
す
る

に
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
兵
庫
県
で
は
、
未
達

成
エ
リ
ア
を
支
え
る
べ
く
、
更
な

る
賛
同
者
数
拡
大
を
積
み
上
げ

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
皆
様
の
ご
協
力
を
何
卒
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す 

 

  

 

去
る
四
月
十
六
日
、
神
戸
市

垂
水
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
に
、

講
師
と
し
て
、
い
さ
や
ま
ひ
と
み

先
生
を
お
迎
え
し
、
兵
庫
女
性

の
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
初
め
て

「
憲
法
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
は
簡
単

な
お
菓
子
を
用
意
し
て
い
た
だ

け
で
し
た
が
、
男
性
陣
か
ら
“
お

も
て
な
し
の
心
”
を
指
摘
さ
れ
、

手
作
り
の
ケ
ー
キ
を
持
ち
寄
り
、

バ
リ
ス
タ
コ
ー
ヒ
ー
や
日
本
茶
を

準
備
し
て
お
出
迎
え
い
た
し
ま

し
た
。
三
十
名
ほ
ど
の
参
加
で
し

た
が
、
い
さ
や
ま
先
生
の
解
か
り

や
す
い
お
話
し
を
一
時
間
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
カ
フ
ェ
の
雰
囲
気
で
質

疑
応
答
や
意
見
発
表
を
行
い
ま

し
た
。 

中
で
も
初
参
加
の
女
性
で
、

学
校
時
代
の
教
育
を
振
り
返
ら

れ
、
若
い
人
た
ち
に
今
の
状
況

を
わ
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

ま
ん
が
を
さ
ら
に
活
用
し
、
積

極
的
に
場
を
持
つ
べ
き
と
発
言

さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
今
後
は
女
性
理
事
自
身
が

講
師
と
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
会

を
ど
ん
ど
ん
と
兵
庫
県
内
に
広

め
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
（
山
田
） 

春
爛
漫
の
加
東
市
、
滝
野
文

化
会
館
に
お
い
て
、
四
月
二
十

三
日
（
土
）
十
二
時
半
よ
り
、
日

憲
法
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ  

Ｉ
Ｎ 

神
戸
（垂
水
）ご
報
告 
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中
・
西
播
磨
支
部 

日
本
の
法
と
国
柄 

十
七
条
憲
法(

１) 

姫
路
護
国
神
社 

 
 

講
師 

三
木
英
一
氏 

 

本
会
議
兵
庫
北
播
磨
支
部
の
総

会
が
行
わ
れ
た
。
総
会
に
は
、
安

田
正
義
加
東
市
長
は
じ
め
、
末

松
信
介
参
議
院
議
員
（
代
理
）
、

藤
井
ひ
さ
ゆ
き
衆
議
院
議
員

（
代
理
）
、
藤
原
昭
一
、
内
藤
兵

衛
、
大
豊
康
臣
の
北
播
磨
の
県

会
議
員
、
永
田
秀
一
（
南
あ
わ

じ
市
選
出
）
県
会
議
員
、
森
脇

保
仁
（
宝
塚
市
選
出
）
県
会
議

員
、
地
元
加
東
市
、
加
西
市
、

西
脇
市
、
多
可
町
の
市
町
会
議

員
さ
ん
ら
が
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
た
。 

誇
り
あ
る
国
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
四
年
前
に
設
立
さ
れ
た
北

播
磨
支
部
は
学
習
会
、
研
修
旅

行
な
ど
を
重
ね
、
平
成
二
十
八

年
度
の
活
動
計
画
な
ど
が
決
定

さ
れ
た
。 

 

総
会
後
、
午
後
２
時
か
ら
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
今
年

は
ケ
ン
ト
ギ
ル
バ
ー
ト
氏
が
「
憲

法
改
正
と
日
本
の
自
立
」
を
演

題
に
九
十
分
余
り
講
演
を
行
っ

た
。
会
場
に
は
約
三
百
人
が
つ

め
か
け
た
。 

 

ギ
ル
バ
ー
ト
氏
は
日
本
の
自
立

に
つ
い
て
、
西
欧
諸
国
に
よ
る
植

民
地
支
配
の
時
代
か
ら
明
治
維

新
、
日
清
・
日
露
、
第
一
次
大
戦
、

大
東
亜
戦
争
に
い
た
る
歴
史
か

ら
説
き
起
こ
し
、
敗
戦
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
る
日
本
国
憲
法
の
強
要
、

Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
（
ウ
ォ
ー
ギ
ル
ト
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
、
現
憲

法
の
不
当
性
、
矛
盾
な
ど
を
き

び
し
く
指
摘
。
日
本
は
今
こ
そ

躊
躇
せ
ず
憲
法
を
改
正
す
べ
き

だ
と
訴
え
た
。 

 

講
演
後
、
百
田
尚
樹
氏
総
指

揮
に
よ
る
憲
法
映
画
が
上
映
さ

れ
、
長
時
間
に
わ
た
る
講
演
と

映
画
上
映
に
も
か
か
わ
ら
ず
ほ

と
ん
ど
の
人
が
最
後
ま
で
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
い
た
。 

(

北
播
磨
支
部
長 

藤
本
百
男)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

私
た
ち
兵
庫
中
・
西
播
磨
支

部
で
は
、
こ
れ
ま
で
年
六
回
の

学
習
会
を
、
兵
庫
縣
姫
路
護
國

神
社
参
集
殿
に
お
い
て
開
き
、

研
鑽
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
の

法
と
国
柄
」
で
、
先
日
、
第
一

回
を
開
講
し
ま
し
た
。
事
前
申

し
込
み
は
四
十
八
名
、
当
日
の

申
し
込
み
が
六
名
と
、
予
想
を

上
回
る
参
加
者
に
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
会
場
づ
く
り
、
資
料
配

布
に
大
わ
ら
わ
で
し
た
。 

今
年
度
の
予
定
を
記
し
ま
す
。 

第
一
回
（
終
了
）「
十
七
条
憲

法
（
一
）」 

五
月 

七
日
（
土
）  

 

三
木 

英
一
支
部
長 

 

第
二
回
「
十
七
条
憲
法(

二
）
」

七
月
十
六
日
（
土
）
〃 

 
 
 
 

 

第
三
回
「
五
箇
条
の
御
誓

文
」 

八
月 

六
日
（
土
） 

 
 

泉 

和
慶
副
支
部
長 

第
四
回
「
大
日
本
国
憲
法

(

一)

」
九
月 

三
日
（
土
） 

 
 

中
島 

剛
副
支
部
長 

第
五
回
「
大
日
本
国
憲
法

(

二)

」
十
月  

八
日
（
土
） 

〃 
 
 
 

 

第
六
回
「
日
本
国
憲
法
」 

十
一
月
十
二
日
（
土
） 

深
田
真
史
常
任
幹
事 

日
本
古
代
以
来
の
「
法
と
国

柄
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
多
く
の

会
員
が
興
味
を
惹
か
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
初
回
の
参
加
者

の
多
さ
に
う
れ
し
い
悲
鳴
を

あ
げ
ま
し
た
。 

三
木
英
一
支
部
長
に
よ
り

ま
す
「
十
七
条
憲
法
（
一
）
」

で
は
、
「
聖
徳
太
子
と
そ
の
時

代
背
景
」
、
「
原
書
写
」
、
「
和

解
文
」
、「
口
語
訳
」
を
資
料
に
、

時
に
は
参
加
者
全
員
が
音
読

を
す
る
等
、
大
変
わ
か
り
や
す

い
講
義
で
し
た
。
た
か
が
古
の

法
と
軽
く
見
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
内
容
た
る
や
、
天
と
地
を

な
ぞ
り
、
仏
教
の
考
え
を
汲
み
、

為
政
者
、
官
吏
、
百
姓
（
庶
民
）

へ
の
、
国
と
し
て
の
戒
め
と
思
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憲
法
週
間 

主
権
回
復
記
念
日
を
迎
え

て 

憲
法
記
念
日 

街
頭
活
動

～ 

第
十
八
回
公
開
憲
法
フ

ォ
ー
ラ
ム 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
イ
ン
神
戸
の
報
告 

憲
法
週
間 

Ｊ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
国

民
投
票
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
結
果
速
報
（
五
月
二
日
現

在
） 

い
遣
り
に
満
ち
た
も
の
、
そ
の

意
義
深
さ
に
改
め
て
心
を
深

く
揺
り
動
か
さ
れ
ま
し
た
。 

遠
い
奈
良
時
代
の
法
は
、
今

も
私
た
ち
の
心
に
生
き
続
け
、

私
た
ち
日
本
人
の
国
民
性
を

涵
養
し
続
け
て
い
ま
す
。
明
治

以
降
、
近
代
社
会
樹
立
の
た
め
、

欧
米
化
を
目
指
し
、
突
き
進
ん

で
き
た
日
本
で
す
が
、
四
方
を

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
列
島
、
そ

の
地
勢
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

「
法
と
国
柄
」
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
す
。
し
っ
か
り
と

受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。（
事
務
局
長 

 

井
上 

秀
樹
） 

四
月
二
十
四
日
、
ご
本
人
は
、

ご
無
事
だ
っ
た
も
の
の
、
周
囲

の
被
災
状
況
た
め
に
、
来
兵
を

控
え
ら
れ
た
多
久
善
郎
氏
に

替
わ
り
、
日
本
協
議
会
祖
国
と

青
年
誌
編
集
長
の
鈴
木
由
充

氏
が
来
兵
。
講
演
は
、
な
ぜ
、

竹
島
が
占
拠
さ
れ
る
に
至
っ

た
の
か
を
、
占
領
期
か
ら
主
権

回
復
直
後
の
頃
の
李
承
晩
ラ

イ
ン
の
状
況
を
詳
ら
か
に
解

説
さ
れ
た
。
当
時
の
吉
田
内
閣

の
対
応
に
よ
っ
て
い
た
と
。 

 

つ
ま
り
、
韓
国
は
、
李
承
晩

ラ
イ
ン
と
い
う
国
境
を
一
方

的
に
設
定
し
、
日
本
の
漁
船
を

拿
捕
、
収
奪
し
（
年
間
五
百
隻

ほ
ど
）
、
撲
打
等
の
不
当
な
行

為
に
よ
り
、
船
の
位
置
が
ラ
イ

ン
を
越
え
て
い
る
と
同
意
さ

せ
、
三
年
ほ
ど
の
過
酷
な
抑
留

生
活
を
強
い
、
栄
養
状
態
が
悪

く
、
犠
牲
と
な
っ
た
日
本
人
も

い
た
。 

 

竹
島
が
占
拠
さ
れ
た
の
は
、

日
本
政
府
が
、
対
抗
処
置
を
怠

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
と
。 

 

そ
し
て
、
氏
は
、
昭
和
天
皇

の
お
言
葉
を
紹
介
、
終
戦
の
際

の
い
わ
ゆ
る
人
間
宣
言
に
加

え
て
、
五
箇
条
の
ご
誓
文
を
と

り
あ
げ
、
民
主
主
義
は
元
々
日

本
に
根
付
い
て
い
た
と
解
説
。 

 

質
問
で
は
、
聖
徳
太
子
の
十

七
条
憲
法
に
触
れ
て
い
な
い

と
の
指
摘
が
あ
り
、
氏
は
そ
れ

を
踏
ま
え
て
の
五
箇
条
の
ご

誓
文
で
あ
る
と
の
回
答
を
行

っ
た
。 

 

五
月
三
日
は
神
戸
大
丸
前

で
十
一
名
に
て
、
街
頭
活
動
を

行
い
、
ビ
ラ
配
約
四
百
枚
、
署

名
四
十
筆
、
さ
ら
に
九
条
第
二

項
改
正
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
三
十
七
対
七
で
改
憲
賛

成
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
の
調
査
の

数
字
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
。 

 

街
頭
で
の
中
高
年
か
ら
若

年
の
方
た
ち
に
は
、
事
実
を
直

視
し
、
改
憲
に
賛
成
し
て
い
る

方
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
、
と
考

え
ら
れ
た
。
広
島
な
ど
の
他
の

地
域
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。 

 

午
後
の
第
十
八
回
憲
法
フ

ォ
ー
ラ
ム
ネ
ッ
ト
会
場
に
は

約
六
十
名
の
方
が
集
い
、
櫻
井

よ
し
こ
さ
ん
の
基
調
講
演
か

ら
始
ま
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

ネ
ッ
ト
中
継
に
耳
を
傾
け
た
。 

 

神
戸
新
聞
の
取
材
が
あ
り
、

事
前
記
事
は
護
憲
派
の
報
道

に
偏
っ
て
は
い
た
（
神
戸
で
の

二
つ
の
護
憲
派
集
会
が
ひ
と

つ
に
な
っ
た
）
が
、
私
達
の
集

会
も
取
り
上
げ
て
頂
い
た
。
参

加
者
は
新
聞
、
ネ
ッ
ト
、
社
頭
、

会
か
ら
の
案
内
と
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
で
い
た
。 

（
県
本
部 

事
務
局 

市
橋
） 

 

日
本
青
年
会
議
所
（
Ｊ

Ｃ
）
が
「
全
国
一
斉
！
国
民
投

票
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
！
私

た
ち
の
意
思
を

示
そ
う
！
」
と

題
し
、
憲
法
の

前
文
に
焦
点
を

当
て
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
憲
法
改
正
模

擬
国
民
投
票
を

実
施
し
て
い
る
。

三
月
十
五
日
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
、
五
月
二
日
現
在
の
中
間
発

表
が
出
た
。
改
憲
賛
成
七
十
一

パ
ー
セ
ン
ト
、
反
対
二
十
九
パ
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四 

□ ４月 16日（土） 憲法おしゃべりカフェ in 神戸 垂水勤労市民センター 講師 いさやま ひとみ氏  /  □ ４月２３日

（土） 北播磨支部総会 ケント・ギルバート氏講演会（講演参加 無料） 映画有 滝野文化会館  /  □ ４月２４日（日）憲法街頭

活動（神戸大丸前） 憲法改正映画上映と講演会 兵庫県民会館３階   /  鈴木由充氏講演（日本青年協議会） 主権回復

記念日を迎えて（神戸地区）  /  □ ４月２９日（祝・金） 神戸護国神社清掃奉仕活動  /  □ ５月 ２日（月） 姫路

護國神社春季慰霊大祭  /  ５月 ３日（祝） 憲法改正街頭活動 神戸大丸前  /  □ ５月 ３日（祝） 第１８回憲

法シンポジウム ネット中継 in 神戸 神戸勤労会館 403･4 /  □ ５月 ６日（金） 神戸護國神社春季慰霊大祭  /  

□ ５月 7 日（土） 中・西播磨支部 日本の法と国柄 十七条憲法(１) 姫路護国神社 白鷺宮参集殿  講師 三木英一氏  /  □ ５

月１０日（火） 阪神北支部 定例会 講師 吉重丈夫氏（弁護士） 「皇室－歴代天皇で読む日本の正史」ぴぴあ売布５Ｆ  以上終了 

■ ５月２２日（日） １８時～  西宮・芦屋支部総会 憲法改正ドキュメンタリー映画上映 広田神社 09051557986(事務局)  

■ ５月２８日（土）        中・西播磨支部 橿原神宮参拝ツアー （申込受付中） ０９０５１５３４３９５（事務局） 

■ ５月２９日（日） １４時～  憲法改正ドキュメンタリー映画上映 （神戸市勤労会館） ０７０５５０８２５７７（事務局）                

■ ６月１８日（土） １４時～  日本女性の会兵庫第八回教育講演会 生田神社会館 三村三千代先生 古事記と日本の心 参加費千円 

■ ７月 ３日（日） １８時～  淡路島支部総会  いさやま ひとみ氏講演  洲本市 厳島神社会館 0799805001(事務) 

■ ７月１６日（土） １４時～  中・西播磨支部 日本の法と国柄 十七条憲法(２) 姫路護国神社 白鷺宮参集殿  講師 三木英一氏 

■ ７月１８日（祝） １３時～  日本会議兵庫第１７回総会 生田神社会館  

■ ７月１８日（祝） １４時～  美しい日本の憲法をつくる兵庫県民の会第２回総会 生田神社会館 講師ケント･ギルバート氏 参加費千円 

■ ７月２４日（日） １５時～  日本会議兵庫阪神北支部 総会 記念講演 我那覇真子氏 参加費千円 09010286100（事務局） 

■ ７月２９日（金）または３０日（土） 日本会議兵庫東播磨支部 講演会 佐藤正久氏 宮嶋茂樹氏（カメラマン） 西村康稔氏 明石市内 ０９０８９８３６９８８（事務） 

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
日
本
会
議
各
県
本

部
・
支
部
・
会
員
へ
の
義
援

金
を
！                 

ー
セ
ン
ト
。
ま
た
、
全
国
四
十

七
ブ
ロ
ッ
ク
で
憲
法
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
。
青
年
層
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
啓
蒙

活
動
に
大
い
に
期
待
で
き
る
。

こ
の
国
民
投
票
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
ど
な
た
で
も
投
票

可
能
。
投
票
締
切
は
参
議
院
選

挙
が
始
ま
る
ま
で
。
皆
様
、
ご

協
力
下
さ
い
。
詳
し
く
は
、
Ｊ

Ｃ
の
Ｈ
Ｐ
、
Ｆ
Ｂ
で
「
憲
法
意

思
確
立
委
員
会
」
を
ご
覧
下
さ

い
。 

（
事
務
局
） 

  

こ
の
度
の
熊
本
県
を
中
心

に
相
次
い
で
い
る
地
震
に
よ

り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
に
衷
心
よ
り
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
多
数
の
皆
様
方

に
心
よ
り
の
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。  

目
下
、
本
部
事
務
局
で
は

被
災
地
域
の
関
係
者
に
ご
連

絡
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

多
数
の
方
が
住
宅
の
被
害
を

受
け
、
さ
ら
に
神
社
仏
閣
に

も
甚
大
な
被
害
が
出
て
お
り

ま
す
。  

 

つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
会
議

と
し
て
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

各
県
本
部
・
支
部
・
会
員
の

皆
様
へ
の
お
見
舞
い
金
・
復

興
支
援
金
を
募
集
い
た
し
ま

す
。  

義
援
金
の
お
振
込
み
先
は
、

左
記
の
通
り
で
す
。
何
卒
ご

高
配
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

義
援
金
口
座 

一
、
「
郵
便
振
替
」
で
お
振

込
み
の
場
合 

記
号
番
号 

〇
〇
一
八
〇
‐

三
‐
五
四
二
九
〇
四 

 
 

加
入
者
名 

日
本
会
議 

震
災

義
援
金
係  

二
、
「
銀
行
」
か
ら
お
振
込

み
の
場
合 

銀
行
名 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

店
名 

〇
一
九 

 
 
 
 

当
座 

〇
五
四
二
九
〇
四 

名
義 

日
本
会
議 

震
災
義

援
金
係 

義
援
金
額 

任
意 

受
付
期
間 

平
成
二
十
八
年

四
月
二
十
日
（
水
）
～
七
月

二
十
九
日
（
金
） 

対
象 

被
災
さ
れ
た
日
本
会

議
県
本
部
・
支
部
・
会
員
へ

の
お
見
舞
金
、
復
興
支
援
金 

※
復
旧
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
迄
。 

お
問
い
合
わ
せ 
日
本
会
議

事
務
総
局 

〇
三
‐
六
二
六

五
‐
六
〇
三
一(

担
当 
松

岡)
 

  

五

月

以

降

の

日

本

会

議

関

係

行

事 


